
 

 

金融・証券教育支援委員会における主な審議状況等について 

 

 

平成 25年３月 21日 

 

１．若年層向け新規動画コンテンツの概要について 

  ２月 12日に公開した若年層向け新規動画コンテンツ「つぶやきシローの人生す

ごろく」の概要及びアクセス数等について報告を受けた。（平成 25年３月 12日報

告） 

 

【概要】 

この新規動画コンテンツは、金融リテラシーに無関心な者が多い若年層に対し、

ライフプラン、マネープランに興味・関心をもってもらい、金融リテラシーの必要

性を認識していただくために作成したものであり、本協会ホームページに特設サイ

トを開設するとともに、YouTubeの本協会公式チャンネルでも動画を公開している。 

当初の目標は、３年間で 55,000アクセスとした。これは、毎年約 55万人が大学

を卒業しているが、その 10％の 55,000人にアクセスしていただきたいということ

で設定したものである。この当初目標である 55,000アクセスに対して、現在のと

ころ、公開から１か月余りで約 30万件のアクセスがあり、当初の目標をはるかに

上回る状況となっている。（別添参照） 

 

 

２．高等学校向け新教材の制作について 

平成 25年４月から配付する予定の高等学校向け新教材（テキスト名：「ケーザ

イへの３つのトビラ」）の制作について報告を受けた。（平成 25年３月 12日報告） 

 

【概要】 

この新教材は、本年度から提供を行っている「中学校向け教材」と同様に、体験

型の教材であり、高等学校のカリキュラムに合わせて制作したものである。 

教材の名称は「ケーザイへの３つのトビラ」とし、「株式会社」、「直接金融と

間接金融」、「為替と金利と景気」の３部から成り、テーマ毎に分割した学習がで

きるようになっている。 

この教材では経済の動きに興味を持ち、金融の基本的な仕組みを理解し、得た知

識を基に時事問題について自分の意見を持つことができることを目的としている。 

なお、教材の制作に当たっては、実際に利用いただく現場の先生・生徒の意見を

反映させるとともに、金融や経済を学ぶ生徒に「面白い」・「楽しい」と感じても

らえるよう工夫している。（添付リーフレット「教材のご案内」参照） 

以  上 
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若年層向け新規動画コンテンツの概要について 

 

平成 25 年３月 18 日 

日 本 証 券 業 協 会 

 

(1)主な対象 
・投資未経験者（主に無関心層） 

・20 代～30 代（若年層） 

(2)目 的 

金融リテラシーに無関心な者が多い若年層に対し、ライ

フプラン・マネープランに興味・関心を持ってもらい、金

融リテラシーの必要性を認識していただく。 

(3)内容 

「つぶやきシローの人生すごろく」 

 

・人生ゲームのように、人生のイベント毎に関連動画（２

～３分）再生およびクイズを出題し、正解しないと次の

ステップに進めないようになっている。（不正解と正解で

それぞれの動画あり） 

・すべての項目をクリアするとつぶやきシロー氏の特典映

像の視聴、金融電卓を使用が可能となる。 

・飽きさせずに、次のステップへの興味を引き、最後まで

視聴してもらえるような内容となっている。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)公開日 平成 25 年２月 12 日（火） 

(5)特設サイトの開設  

 等 

公開日にあわせて「つぶやきシローの人生すごろく」特設

サイトを本協会ホームページに開設した。 

あわせて、YouTube（本協会公式チャンネル）でも人生のイ

ベント毎の動画を公開した。 

 

別 添 
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(6)ＰＲ活動 

主なターゲット層である 20 代～30 代（若年層）の投資未

経験者に対して、幅広く周知するため、インターネット

や新聞等、様々なメディアを活用したアプローチを図っ

ている。 

 

・本協会ホームページに特設ページを開設（ツイートバナ

ーを設置） 

・協会員への通知（バナー掲載依頼） 

・ヤフー等へ Web 広告の掲載 

・新聞広告（日経…主に法人向け、読売…主に一般無関心

層向け）の掲載 

・YouTube 内人気動画視聴前ＣＭ動画の放映 

・東京メトロ（７路線内）の液晶ディスプレイ設置車両で

映像広告の放映 

・クイズ＆アンケートキャンペーンの開催 

（動画を最後まで視聴された方がわかるクイズを出題

し、抽選でクオカードやエコバッグをプレゼントする） 

・確定拠出年金導入企業（約 4,000 社）に対して案内ＤＭ

を送付し、研修等での活用の促進 

 

(7)その他効果 

・ツイッターのフォロワー数が約 60 万人いるつぶやきシロ

ー氏につぶやいてもらう（２回実施）ことにより、ター

ゲット層である 20 代～30 代に対して効果的に周知する。 

（１回目のつぶやきを２月 19 日に実施。２回目は３月中旬

を予定） 

  当初目標 実績 

 特設サイト 
55,000 アクセス 

(毎年約 55万人が大学

卒業。その 10％の

55,000 人が目標。目標

到達期間は 3 年程度) 

188,415 アクセス 
(Ｈ25.3.17 時点) 

 

(8)当初目標と実績 
YouTube 

104,057 アクセス 
(Ｈ25.3.16 時点) 

 合計 292,472 アクセス 

 
Facebook 

いいね！数 
 

171 
(Ｈ25.3.17 時点) 

 
twitter 

ツイート数 
 

2,542 
(Ｈ25.3.17 時点) 

 

 

以 上 







 

総務委員会の開催状況 

（平成 25年 1月 16日～平成 25年 3月 20日） 

 

平成 25年 3月 21日 
 
 

開催日 議 案 

1月 22日 

（持ち回り） 

【審議事項】 

・会員の本協会脱退について 

1月 24日 【審議事項】 

1.反社情報照会システムに係る運用費用の負担について 

【報告事項】 

2.平成 25年度収支予算原案について 

3.特別会員における投資信託取扱高の訂正に伴う共通経費負担割合の調整

案について（2．の関連審議事項） 

4.過怠金の有効活用（自主規制会議からの過怠金の使途の範囲の見直しの検

討要請）について 

2月 13日 【審議事項】 

1.「経理規則」の一部改正について 

2.外務員登録等事務分担金、外務員等資格試験受験料及び外務員資格更新研

修受講料の改定について 

【報告事項】 

3.平成 25年度収支予算原案（一部修正）について 

2月 15日 

（持ち回り） 

【報告事項】 

1.平成 24年 12月期 本協会の財務状況について 

2.「経理規則」の一部改正について（総務委員会での御意見を踏まえての修

正） 

2月 27日 

（持ち回り） 

【審議事項】 

・会員の本協会脱退について 

3月 13日 【審議事項】 

1.平成 24年度収支決算見込みについて 

2.国債取引の決済期間の短縮化（Ｔ＋１への移行）の実現に向けた調査の実

施について 

3.過怠金の有効活用について 

4.平成 25年度収支予算（案）について 

【報告事項】 

5.日本版 ISA広報計画（案）について 

6.総合的な取引所に関する改正金融商品取引法への対応について 

 

以  上 
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会長一任事項の報告（25.1.16～25.3.20） 

 

  

平成 25 年 3 月 21 日 

日 本 証 券 業 協 会 

 

 

 

１．金融商品取引業者の脱退【４社】 

《平 25.1.23承認》 

・北 田 証 券 株 式 会 社（脱退日：平 25.1.28) 

・フェニックス証券株式会社（脱退日：平 25.1.28) 

・CMC Markets Japan株式会社（脱退日：平 25.1.31) 

 

《平 25.2.28承認》 

・エンゼル証券株式会社（脱退日：平 25.3.6) 

 

 

 

 

 

以  上  

資 料 １３ 


	資料11.pdf
	資料11①記0資料11 金融・証券教育支援委員会の審議状況（3.19 13時40分）.pdf
	資料11②記①別添【数値更新】 つぶやき動画概要
	資料11③記②教材のご案内

	資料12
	資料13

